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Abstract 
The flow patterns of agitated liquid in the horizontal stirred vessel without ba節目 were
measured by the photographic method. 
It is found that the discharged-flow from the impeller circulates in the each vessel devided 














射位置によって， a)， b)， c)として表示する。 トレーサー粒子は， 0.8-1.0 mm併に粉砕，簡分
けした比重1.16のナフタリン粒を用い，槽内液に食塩を加えて，トレーサー粒子とほぼ比重を
等しくした。粒子混入割合は，撹持液uに対して， 0.25-0.3 gである。カメラのレンズ絞りは
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横型!携fft智内液のフローパタ γ 117 
写真 1 断面 (a) N=削 τp.m. ε=0.75 
写真 2 附i市 (b) N=80r.p.m. 8ニ0.75




附田 (a) Nニ100r.p.m. ε= (].25 断面白)Nニ 100r.p.m.ξ=0.25 
写真一6 写真 7 
断而 (c) Nニ 100r.p.m. ε=0.25 断而 (b) N = 100 r.p.m. ε=0.5 
0.25の場合であり，循環流 (2)がよく現われている。すなわち，断面 (a)を示す写真一4に於い
ては，槽端耐の流れが，また断面 (b)を示す写真 5に於いては，紙面ーに垂直の流れが且われて
いる。 εが 0.5より小さい場合は，循環流 (2)のモデ、ルでほぼ近似出来る。
III.2 その他の流れ
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